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下記のとおり共同研究課題の実施結果について報告します。 

 
記 

 
１．研究課題： 組織形成における概日時計成立の生物学的意義 
 
２．ウイルス・再生医科学研究所共同研究者： 近藤 玄 教授 
 
３．研究期間：２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日 
 
４．研究経過及び研究成果： 
地球の自転による２４時間周期の環境変化を、生物は概日時計として遺伝子レベルで内包して

いる。その概日時計は環境周期に生体機能を予測的に適応させる、生命に必須の機能である。哺

乳類の概日時計の中枢は視交叉上核であるが、全身の細胞でリズムを刻んでおり、個体発生に伴

って形成されてくることが知られている。これまで、概日時計が中枢組織である視交叉上核のみ

ならず、線維芽細胞などの細胞レベルにも存在することを示した（Yagita et al, Science, 2001）。

さらに、細胞レベルの概日時計が細胞分化と共役することを明らかにし（Yagita et al, PNAS, 

2010）、個体発生初期においては、概日時計振動のコアコンポーネントの働きが直接抑制されて

いることを明らかにしてきた（Umemura et al., PNAS, 2014, 2017）。 

本共同研究において、概日時計振動が抑制されている発生初期において、その概日時計抑制機

構の生物学的意義について検討を進めた。その結果、概日時計振動ネットワークの中枢を機能さ

せると、秩序立った組織形成が破綻する可能性があることが示唆された（Umemura et al., 

bioRxiv, 2020）。これらのことから、通常は、概日時計は安定な生理機能制御システムであると

考えられてきたが、個体発生においては概日時計のスイッチが ON/OFF されるような制御がなさ

れ、その細胞に最適な時間情報を担うシステムが転換・制御されていることが考えられる。 

 
５．研究成果の公表 
※発表論文リスト（謝辞が明記されたもの。掲載予定、プレプリントを含む。準備中も可）、

学会発表、特許取得等 
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